
【作成要領】  

 学校名 

    南城市立百名小学校 

 連絡先 TEL： 098-948-1012 

E メ ー ル ：

hyakusho-kyoutou@edu.city.nanjo.okinawa.jp 
 

 

        

   
 
                              

１ 実践事項 

 

 ②「特色ある取組」（カリキュラムマネジメント・ICTを活用した事例等） 

 

 

タイトル：「『学ぶこと』の目的意識を育む教育活動の推進」 

       

      

２ 実践内容 

    現在、学校教育に求められているのは、「知識や技能習得だけでなく自ら課題を発見し、自ら判

断して行動する力を育み、よりよい社会や人生を切り拓いていく力の育成」だと言われている。 

先行きが不透明で将来の予測が困難な時代と言われる中、本校は児童一人一人が、自らの良さや

可能性を行かした将来の目標に向けて、「学ぶこと」の目的意識を育む教育活動を、試行錯誤しな

がら学校全体で取り組んでいる。 

 

 

３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

（１）各学年・学級目標の設定 

「学ぶこと」・「将来の夢」・「希望」を育む土台となる学級に、支持的風土を醸成させる 

ための取組として学級目標の設定を行っている。また、その取組の評価を毎月行うことで学級 

目標の達成状況を「見える化」し目標の進捗状況を児童に意識させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2年学級目標① 
2 年学級目標② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）キャリア教育との連動 

キャリア教育の中で、自分の良さや可能性を活かした目標設定を行い、将来の職業観・勤労 

観につながる「学ぶこと」の目的意識を育む活動を充実させていく。 

  まず、キャリア教育に関する掲示板を常設。掲示物で各学年・学校全体の取組を見える化し、

「自分で考え、計画し行動できる児童の育成」を図る。 

 

3 年学級目標 4 年学級目標 

5 年学級目標 6 年学級目標 

毎月の学級目標の達成

状況を確認。 



①「百名っ子の夢」の掲示 

 

 

 

各学級でキャリアパスポートに関連した取組の一 

      つ。児童一人一人の将来の夢を掲示し、学校で学ぶ 

      目的を確認した。 

 

 

 

 

 

②「キャリア教育で身に付けさせたい力」の掲示 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「百名っ子の夢」の掲示で確認した「夢やなりたい自分」の実現に向け、沖縄県のキャリ

ア教育で身に付けさせたい力「か・ふ・や・み」の視点を掲示。目標を達成するために継続

して努力する態度、自立して学習することのできる力の育成を図る。 

      また、各学年でお手本となる「がんばりノート名人」を随時掲示し学習意欲の喚起を行っ

ている。 

 

 

    ③家庭学習における全学年共通の主な手順を作成。 

      沖縄県教育委員会から提示のあった「家庭学習の手引き」を参考にした、全学年共通の手 

順を作成、学級保護者会で周知し家庭での支援・見取りの協力依頼を行った。 

   また、児童の「がんばりノート」に貼り付け基本的な学習の進め方の確認を行った。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④百名っ子 「家庭学習支援プラン」の作成 

      家庭と学校で連携・協力するための資料として作成。家庭学習での学年目標、各学年にお 

ける親の目指すべきサポート、各学年における目指すべき学習習慣を記載。学級保護者会で 

周知、協力依頼を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各種専門機関との連携を通して、学ぶ目的意識や職業観・勤労観を育む 

        外部講師による出前授業の実施をとおして児童が現実の社会について学ぶとともに、「学ぶ

こ 

と」について新しい視点を得ることを目的としている。外部講師の職業や経験を通して児童は 

将来の進路について考えるきっかけと、学ぶ目的意識を高めることができた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果 

  ・支持的風土のある学級を基礎に「学ぶことの目的意識」を学校教育活動全体でマネジメントする

ことができた。 

  ・家庭学習に対する学校の取り組みを保護者に周知し、家庭と学校の連携を確認することができた。 

    

 

５ 課題 

  ・家庭学習の「質」を高める更なる取組。 

    ・「個別最適な学び」につながる ICTの活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真プログラム しめ飾り作

り 

子どもの国サイエンスショー OIST 地域連携の出前授業 



 


